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■問　環境課ごみ減量係　☎（95）9899

カラスによるごみ散乱防止、ごみ出しに工夫を！
最近カラスによるごみ散乱被害が多発しています。以下のことに気をつけてごみ散乱の防止にご協力をお願
いします。

夏は、くだものや野菜などの水分の多い生ごみや
草木のごみも増えて、年間でもごみの量が多い時期
になります。
生ごみは水分をよくきってから出しましょう
生ごみの水きりをすることで、ごみの減量化にな
り収集作業の効率化につながります。焼却時の燃料
抑制にもなり、処理費用の削減にもなります。また、
水分の多い生ごみは、腐敗の原因にもなり悪臭の抑
制にもなります。各家庭での少しの水きりが、大き
な削減につながります。
草木のごみは乾燥してから出しましょう
草やせん定枝は、天日で乾燥させることで減量化
できます。草の根についた土もよく落としてから出
しましょう。

生ごみ処理機・コンポスト容器の
購入補助制度があります
市では、各家庭から出る生ごみの減量とリサイク
ル（堆肥化）するために、生ごみ処理機やコンポス
トの購入補助を行っています。市内の指定販売店に
て、補助額を差し引いた金額で購入することができ
ます。申請手続きは、店舗側で行われるので手間も
ありません（購入時に認印が必要）。近隣市に比べ
て補助が多くお得ですので、是非ご利用ください。

※店舗により取り扱い商品が異なります。各店舗に
てご確認してください。

家庭での
生ごみの減量を
お願いします

カラス除けネットの配布について
市ではごみ袋の集積をすすめるために、４世帯以上集積されている箇所にカラス除けネットの無償配布をし
ています。取り付け、取り替えなどの管理は地域の皆さんでお願いします。希望する人は環境課までお越しく
ださい。
●カラス除けネット使用時の注意点
・ネット使用時は、通行の妨げにならないよう気をつけてください。
・ごみ収集日以外は、ネットを小さくたたむ、または収納するなどをお願いします。

ごみが集積所に置かれて
いる時間が長いほど、カラ
スによるごみ散乱を受けや
すくなります。必ず収集日
の朝にごみを出してくださ
い。

カラスは視覚が発達しており
ごみ袋のなかから目でエサを見
分けることができるといわれて
います。
生ごみの水分をしっかりと切
り、ごみ袋の真ん中に入れるな
ど外から見えないように入れる
事も効果的です。

単にごみ袋にネットを被せるだけで
は、すき間からカラスに突かれること
があり、効果があるとは言えません。
また、ネットの上にごみ袋を置いても
意味がありません。確実にネットのな
かにごみ袋を入れ、ネットの端をごみ
袋の下に入れ込むなどして、カラスに
突かれないようにしましょう。

生ごみは
ごみ袋の外から見えない
ように入れましょう

ごみは
決められた収集日・
時間に出しましょう

カラス除けネットを
効果的に使いましょう

対象個数 １世帯１台まで

補助率

項目 生ごみ処理機

対象者

３分の２
（1,000円未満の端
数は切り捨て）

限度額 50,000円

１世帯２台まで

コンポスト容器
市内在住者（承認を受けた市内の販
売店から購入した人）

7,000円

３分の２
（１円未満の端数
は切り捨て）
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■問　経営企画課広報戦略係　☎（95）9866
６月９日より、ふるさと納税を活用した市民病院への寄附を受け付けています。７月27日現在で、寄附総額は

9,940,400円となりました。受付から約７週間で、目標金額である1,100万円までの達成率が90％となり、全国的に見
ても、短い期間で多くの寄附をいただいております。
６月下旬には、ＮＨＫ総合テレビやＣＢＣテレビ、ケーブルテレビのＫＡＴＣＨ、中日新聞や読売新聞でも取り

上げられました。
また、寄附だけではなく応援メッセージも多数いただいており、メッセージは市民病院で働くスタッフに届けて

います。メッセージの一部を紹介します。

・ひぼう・中傷・風評被害に負けないで。地域医療を支える皆様に感謝しています。ささやかながら応援しま
す。

・日ごろから市民の健康と安全をお守りいただきましてありがとうございます。外来受診の時では、受付の方
や看護師さんの笑顔と気持ちに助けられております。わずかですが支援させていただきます。

・医療スタッフの皆さんが、大変な時期も患者さんへの笑顔を忘れずにいてくださって心強かったです。

寄附の受付は９月６日㈰までです。引き続き、皆さんからの温かいご支援をよろしくお願い
します。
申込み　ふるさと納税総合サイト「ふるさとチョイス」または直接経営企画課広報戦略係

※講師、内容については変更になる場合があります。また新型コロナウイルス感染症
の影響で、開催を中止する可能性があります。
参加費　無料　　対象　高校生以上
申込み　受講希望の講座の開催３日前までに①住所②氏名③年齢④電話番号を、電
話・ＦＡＸ・メールのいずれかで商工課内大浜にぎわいづくり実行委員会事務局
☎（95）9894　■℻（41）5412　shoukoka@city.hekinan.lg.jp

ふるさと納税を活用した市民病院への寄附
受け付けは残り１か月となりました

“へきなん” の知らない魅力を学ぶ！
大浜てらまち市民講座2020

ふるさと
チョイス

第一部「観光の必需品
“ガイド” のススメ①」

第一部「地元企業から学ぶ、
まちの魅力とは①」

第二部「郷土を知ろう！
知らない魅力の見つけ方」

観光で起こす革命
へきなんの観光資源とは

ところ
第一部「観光の必需品　はじめに」
第二部「他市に学ぶ、歴史的観光素材

が語る地域の魅力」

講座

第一部「地元企業から学ぶ、
まちの魅力とは②」

とき

第二部「へきなんの魅力に
ついて考える②」

大浜
まちかどサロン

藤井達吉
現代美術館

大浜
まちかどサロン

藤井達吉
現代美術館 第二部「へきなんの魅力に

ついて考える①」

鈴木恵子氏（豊橋市シティプロモー
ションアドバイザー）

平岩政志氏（あいち観光ボランティ
アガイドの会会長）

角谷利夫氏（㈱角谷文治郎商店代表
取締役）

榊原正幸氏（観光プロデューサー）
山内均氏（小牧市観光協会専務理事）

８月30日㈰
14時～16時

講師

榊原正幸氏（観光プロデューサー）

大澤健氏（和歌山大学経済学教授）

10時25日㈰
14時～16時

９月13日㈰
14時～16時

10月４日㈰
14時～16時

第三部「観光の必需品
終わりに・・・」

11月１日㈰
14時～16時

大浜
まちかどサロン

石川鋼逸氏（石川鋳造㈱代表取締役
社長）

榊原正幸氏（観光プロデューサー）
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